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生涯学習の 教育･文化･スポーツの
ホットな情報をお届けします。

国設占冠中央スキー場において、毎年恒例の村民スキー大会を開催します。

皆さんの参加をお待ちしております。

日 時 平成２８年３月６日（日）

・選 手 受 付 ８：００から８：３０まで

・開 会 式 ８：４０から９：００まで

・コースオープン ９：００から９：３０まで

・競 技 開 始 ９：４０から

・競 技 終 了 １３：３０（予定）

会 場 国設占冠中央スキー場

競技内容 大回転競技（タイムレース・指定タイム）

①タイムレース

・コースを１本滑りタイムを競います。

②指定タイム（幼児・小中学生の部のみ）

・基本的にタイムレースでの個人タイムと比較します。

※幼児・小学校低学年については、伴走を許可します。

参加対象 占冠村に居住されている方

申し込み ①小中学生については、各学校にお申し込みください。

②幼児・高校生・成人は、当日会場において受付を行います。

なお、高校生については、成人の部に含みます。

連絡事項 幼児・小学校低学年については、保護者同伴での参加をお願いします。

その他 多少の降雪の場合は、大会を決行します。

大会に係る事故については、主催者の加入する行事傷害補償制度の範囲内で補償しますが、

自己責任のもとご参加願います。

主催者及び村広報担当で取材撮影を行うことがありますので、あらかじめご了承ください。

※スケジュール確定後、再度チラシ・行政区回覧にてお知らせします。

■ 村民スキー大会のお知らせ ■

１月１２日、１３日に公民館事業「親子スキー教室」が行わ

れました。技術の向上やスキーの楽しさを伝えることを

目的に、参加した１２名の小学生はスキー連盟の方から熱心

な指導を受けました。

初心者の子は、マンツーマンの指導で、スキーが上手に

なり、リフトにも１人で乗れるようになりました。中上級

者の子は、細かな技術の指導を受けた後、習った技術を意

識しながらたくさん滑りました。しっかりと曲がれるよ

うになり、技術の上達がみられ、とても楽しそうに滑って

いました。

■ 親子スキー教室を開催しました ■
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【野生動物対策の状況について】
村内の野生動物に関する情報をお知らせいたします。

■お問い合わせ

林業振興室 地域おこし協力隊

電話56-2174

◆占冠村猟区について◆

入猟は１２月２１日までに７回、延べ１７人利用で、合

計１０頭のシカを捕獲しました。事故違反等の発生

はありません。季節柄、シカの捕獲はいよいよ難し

く、１２月最後の入猟では、猟区開設後初の捕獲ゼロ

（発砲機会もなし）でした。３月頃から再び捕獲機

会が増えてくるものと予測しています。

エゾシカ

１２月の駆除捕獲数は前月から激減して６頭にとど

まりましたが、これでも例年並みです。国有林の捕獲

事業（モバイルカリング）、村の誘引捕獲事業がとも

に準備段階であり、来月号で進捗をご報告します。安

全のためにも、焦らずコツコツ獲っていきたいと思い

ます。

ヒグマ

ヒグマが寝静まった冬の森では、木の葉が落ちて見

通しがよくなったことで、立木に残るヒグマの生活痕

跡を見つけやすくなります。一般に爪痕と呼ばれま

すが、形態は様々で、ヒグマの性齢や個性、季節によ

る行動の多彩さを物語っています。今回は典型的な

ものをご紹介します。

図１は爪痕が木の上まで順序よく並び、木にはブド

ウやコクワのツルが絡んでいます。秋にブドウやコ

クワの実を食べた痕跡と思われま

す。幹には新旧の爪痕が何年分も

重なっていることもあります。比

較的小さいクマがよく木に登ると

言われています。ただ木登り痕が

必ずしも採食痕跡とは即断できま

せん。仔グマは危険から逃れる

際、よく木に登ります。ハンター

には通用しませんが、大人の雄グ

マへ対処する習性と思われます。

図２左は地上２ｍ程の範囲の爪

痕です。トドマツなどマツ科

の木で多く見られ、ヤニの垂

れや、時には樹皮の剥離も伴

います。よく見るとクマの

毛が付いています。これは

ヒグマが体を擦りつけた跡

で、クマ同士のコミュニケー

ションに関係すると考えら

れています。傾向として成

雄に多く、初夏に盛んなよう

です。

また、毛の付着や微

妙な変色だけで、爪痕

や樹皮剥ぎがない場

合もあり（図２右）、

目立ちませんが、意外

に多く見つかります。

図３のように、人工

物に擦る・立木を折るなどの変わり種もあります。

こうした痕跡を利用し、生息状況把握に活用で

きないものかと考えています。

図１
木登り

図３ 背擦りのバリエーション

図２ 背擦り


